
・高齢者など交通弱者の増加に伴う公共交通に関する様々なニーズに対応するために、今後も福祉分野などと
の連携を進めることを期待します。
・公共交通利用促進条例の市民への周知や継続的な利用促進策を図っていくことを期待します。
・次期地域公共交通計画をもとに、持続可能な地域公共交通サービスを実現するとともに地域全体の公共交通
網を分かりやすく市民へ周知する取組を進めることを期待します。

二次評価結果

　評価できる取組

・コロナ禍にあって交通事業者への運行支援を実施し、またＩＣカード普及促進等、新規利用者の増加を図る施
策を実施したことを評価します。
・交通空白地の解消に向けた実証運行をおこなう取組が確認できました。
・次期計画策定に向けた調査事業が計画どおり実施されたことが確認できました。

　期待する取組

評価対象事業

富士市公共交通協議会

地域内フィーダー系統     調査事業（計画策定）
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